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回路システム学第二2019 @ yyamao

第４回レポート 梯子型リアクタンス回路の設計

1

提出用紙は配布した解答用紙またはA4用紙（縦）を使用し、
学籍番号と氏名を各ページの上部に必ず記入すること。

提出日；次回の授業（７月２２日）の冒頭で提出すること。
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図３の梯子型回路が以下の特性となるように素子値を設計せよ
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第４回レポートの解答
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第４回レポートの解答
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第４回レポートの解答
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第４回レポートの解答（訂正）
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L1= H =0.1 [H]

L1

C2

L3

C4

L3= 48.4/63=0.768 [H]

C2=4.55×10-7 [F] C4=1.15×10-6 [F] 正 解
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前回の学習項目
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１．能動素子を含む回路の扱い

-能動素子の等価回路表現

トランジスタ；H行列による表示

- トランジスタの高周波等価回路

-回路の非線形性

回路の大信号等価回路

２． アナログ回路解析シミュレータ（SPICE）
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回路システム学 総合演習

１．伝達関数

２．伝達関数の零点と極

３．極と零点を指定した１端子対回路の設計

４．２端子対回路の接続計算

7
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図１の回路の電圧伝達関数 H(s)を回路素子の駆動点インピー

ダンスから求めよ。また振幅応答特性 𝐻(𝑗𝜔) を求めよ。

演習問題１. －伝達関数－

図１
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演習問題１. (解答)
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この回路を駆動点インピーダンスで考えると
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（続き）

各回路素子の駆動点インピーダンスは
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(解答続き）
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𝐻(𝑗𝜔)は𝐻(𝑠)においてs = 𝑗𝜔とおいて

正 解

回路システム学第二2019 @ yyamao

22222

232222

22222

2

2

)1(

)1(

)1(

)1)(1(

1

1
)(

RCLC

LRCjRCLC

RCLC

CRjCRjLC

CRjLC

CRj
jH














−−

++−
=

−−

+−−
=

++−

+
=

したがって

22322222

22222

)()1(

)1(

1
)(

LRCRCLC

RCLC
jH






++−

−−
=



回路システム学第二2019 @ yyamao

演習問題２. －伝達関数の零点と極－

12

図１の回路において

(1) R = 1[Ω],  L = 1[H],  C = 2[F], 

(2) R = 2[Ω],  L = 1[H],  C = 2[F], 

としたそれぞれの場合のH(s) の零点（H(s) がゼロとなる）を与える s

および極（H(s) が無限大となる）を与える sを求めよ。
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正 解

演習問題２. (解答)

をH(s)に代入(1) R = 1[Ω],  L = 1[H],  C = 2[F]
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このとき分母＝0ではないので明らかに零点である

このとき分子＝0ではないので明らかに極である
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正 解

演習問題２. (解答)

(2) R = 2[Ω],  L = 1[H],  C = 2[F]
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このとき分母＝0ではないので明らかに零点である

このとき分子＝0ではないので明らかに極である
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演習問題3. １ポート回路の設計

図２
15

図２の１ポート回路が以下の特性となるように素子値を設計せよ。

また s=jωとした時のZのリアクタンス分Xの周波数特性を図示せよ。
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係数を留数定理で求める
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係数から素子値を決定
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係数から素子値を決定
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求めたリアクタンス回路のインピーダンス特性

][106.1 6

0 FC −=
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正 解

Zのリアクタンス分Xの周波数特性はインピーダンス
関数がn=2の〔－∞、 ∞〕型なので以下のようになる
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演習問題４. 2ポート回路

（１）図3のT型２ポート回路のZ行列を求め、その逆行列としてY行
列を求めよ。

（２）図４のπ型２ポート回路のY行列を求め、図３と図４の２つの回

路が等価となる（行列が等しくなる）ために、インピーダンス Z1, Z2, 

Z3 がそれぞれ満たすべき条件（Za, Zb, Zcとの関係）を求めよ。

図３
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(解答)

（1-a） 図３のT形回路のZ行列は
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（解答続き）
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（解答続き）
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（2-a） 図４のπ形回路のY行列は
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（2-ｂ） 図３のT形回路と図４のπ形回路が等価である（行列パラ
メータが一致する）とき、Y行列が一致しなければならないから、
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（解答続き）
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（続き） まず に着目すると、Z2 は2112, YY
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すべて求まった。
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正 解
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前期試験のお知らせ

以上、間違いのないようにしてください。

26

前期試験； ８月５日（月） ２限（10:40-12:10）

場所 東４－２０１ （着席位置は当日指定）


